
東大阪消防広報東大阪消防広報東東大大阪阪消消防防広広報報

火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災ににににににににににににに強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいまままままままままままままちちちちちちちちちちちちちへへへへへへへへへへへへへ火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災ににににににににににににに強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいまままままままままままままちちちちちちちちちちちちちへへへへへへへへへへへへへ火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災にににににににににににににににににににににににににに強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

３３
月月
１１
日日
��
かか
らら
７７
日日
��
まま
でで
はは
、、
全全
国国
でで
一一
斉斉
にに

春春
のの
火火
災災
予予
防防
運運
動動
がが
行行
わわ
れれ
まま
すす
。。

ここ
のの
運運
動動
はは
、、
空空
気気
がが
乾乾
燥燥
しし
火火
災災
がが
発発
生生
しし
やや
すす

いい
ここ
のの
時時
期期
のの
火火
災災
にに
よよ
るる
死死
傷傷
者者
のの
発発
生生
をを
防防
ぐぐ
たた

めめ
、、
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
にに
火火
災災
予予
防防
へへ
のの
理理
解解
をを
深深
めめ

てて
いい
たた
だだ
くく
とと
とと
もも
にに
被被
害害
のの
軽軽
減減
をを
図図
るる
ここ
とと
をを
目目

的的
にに
実実
施施
しし
てて
いい
まま
すす
。。

火火
災災
かか
らら
ああ
なな
たた
とと
ああ
なな
たた
のの
家家
族族
のの
命命
をを
守守
るる
たた

めめ
、、
火火
災災
のの
早早
期期
発発
見見
にに
つつ
なな
がが
るる
住住
宅宅
用用
火火
災災
警警
報報

器器
をを
設設
置置
しし
、、
住住
宅宅
防防
火火
対対
策策
をを
進進
めめ
まま
しし
ょょ
うう
。。

（（
２２
面面
にに
つつ
づづ
くく
））

平
成
２１
年
中
に
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
、
前
年
よ
り
１４
件
増
加

し
て
１
９
８
件
で
し
た
。

過
去
１０
年
の
平
均
２
０
９
件
よ

り
１１
件
少
な
い
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
火
災
に
よ
る
負
傷
者
は

３５
人
。死
者
は
１
人
出
て
い
ま
す
。

建
物
火
災
は
全
火
災
の
約
７０
％

を
占
め
る
１
３
７
件
で
、
焼
損
面

積
は
２
７
３
１
�
。
建
物
火
災
の

う
ち
居
住
用
の
建
物（
一
般
住
宅
、

併
用
住
宅
、
共
同
住
宅
）
の
火
災

は
６６
件
で
、
１
４
０
世
帯
３
３
７

人
が
、
り
災
し
て
い
ま
す
。

発
生
原
因
別
に
見
る
と
、
原
因

の
１
位
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
放

火
（
疑
い
含
む
）
」
が
７７
件
、
２
位

に
「
こ
ん
ろ
」（
２６
件
）
、「
た
ば
こ
」

（
２６
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
２
万
５
９

０
４
件
で
、
搬
送
人
員
は
２
万
２

５
０
５
人
で
し
た
。

過
去
１０
年
間
で
は
、
平
成
１７
年

ま
で
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
、
そ

の
後
、
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

事
故
種
別
は
急
病
が
最
も
多
く

１
万
６
５
６
１
件
、一
般
負
傷（
家

庭
内
で
の
自
己
転
倒
な
ど
）
３
３

９
８
件
、交
通
事
故
３
２
３
６
件
と

続
き
ま
す
。
前
年
よ
り
交
通
事
故

に
よ
る
搬
送
は
８９
件
減
少
し
ま
し

た
が
、
急
病
が
５
４
４
件
、
一
般

負
傷
が
７９
件
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、各
家
庭
で
で

き
る
火
災
予
防
、救
急
対
策
に
つ
い

て
、家
族
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
山

で
は
枯
葉
や
枯
草
が
多
く
な

り
、
空
気
の
乾
燥
も
手
伝
っ

て
、
山
火
事
発
生
の
危
険
性

が
高
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合

わ
せ
て
「
全
国
山
火
事
予
防

運
動
」
を
行
い
、
森
林
の
保

全
と
地
域
の
安
全
を
目
的
に
、

予
防
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
を
拡
大
し
た

２
月
１
日
�
か
ら
５
月
５
日

�
ま
で
を
「
林
野
火
災
特
別

警
戒
」
と
し
て
、
生
駒
山
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

林
野
火
災
総
合
訓
練

消
防
局
で
は
、
林
野
火
災

に
対
処
す
る
た
め
、
消
防
団

と
連
携
し
て
林
野
火
災
総
合

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◇
と
き

２
月
２４
日
�
午

前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

聖
天
尊
鷲
尾

山
「
興
法
寺
」
東
側
お
よ
び

同
寺
院
南
東
側
周
辺
（
上
石

切
町
２
）
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普段の就寝に使わ
れる部屋に設置し
ます。�

避難階（1階）以外に寝室が
ある場合は、寝室がある階の
階段の上端に設置します。

普段の就寝に使う
部屋であれば寝室
とみなします。�

寝室� 階段� 子ども部屋�

大丈夫ですか。�

119番通報して�
ください。AED�
を持ってきてく�
ださい。�

体に触れないで�
ください。�

近鉄けいはんな線�

荒本� 吉田�

菱江交差点�

大
阪
中
央
環
状
線�

八
尾
枚
方
線�

大
阪
外
環
状
線�

近鉄奈良線�

若江岩田� 河内花園�東花園�

防災学習センター�

N

東大阪市役所�東大阪市役所�

消
防
法
お
よ
び
東
大
阪
市
火
災
予
防
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

設
置
が
ま
だ
の
既
存
の
一
般
住
宅
は
、
来
年
５
月
３１
日
ま
で

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

救
命
処
置
を

身
に
つ
け
よ
う

突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ

れ
た
と
き
に
、
家
庭
や
職
場
で

で
き
る
手
当
て
の
こ
と
を
「
応

急
手
当
」
と
い
い
ま
す
。
病
院

に
行
く
ま
で
に
応
急
手
当
を
す

る
こ
と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
ま
で
元
気
だ
っ
た
の
に
突

然
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、

近
く
に
居
合
わ
せ
た
人
が
で
き

る
命
を
救
う
た
め
の
応
急
手
当

の
こ
と
を
「
救
命
処
置
」
と
い

い
ま
す
。

心
臓
や
呼
吸
の
止
ま
っ
た
人

の
治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
、

命
の
助
か
る
可
能
性
は
約
１０
分

の
間
に
急
激
に
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
ま
ず
、

「
１
１
９
番
通
報
」
し
て
く
だ

さ
い
。

し
か
し
、
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
に
は
全
国
平
均
で
も
７

・
７
分
か
か
り
ま
す
。
こ
の
間

に
、
居
合
わ
せ
た
人
に
も
で
き

る
処
置
が
救
命
処
置
の
中
の「
心

肺
蘇
生
法
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
」
で
す
。

心
肺
蘇
生
法
は
、
胸
を
強
く

圧
迫
す
る
「
胸
骨
圧
迫
」
と
息

を
吹
き
込
む
「
人
工
呼
吸
」
を

繰
り
返
す
こ
と
で
、
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
心
臓
や
呼
吸
の
動
き

を
助
け
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ

ッ
ク
（
除
細
動
）
を
与
え
る
た

め
の
機
器
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
自
動
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

必
要
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
音

声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
使
用
の
手
順

を
指
示
し
て
く
れ
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
簡
単
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
全
て
の
市
立
保

育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
と
市
役
所
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
施

設
で
も
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
簡
単
に
使
う
こ

と
が
で
き
、
善
意
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
た
際
の
免
責
規
定
は
、

民
事
、
刑
事
法
と
も
、
悪
意
や

重
過
失
が
な
い
限
り
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う

見
解
が
厚
生
労
働
省
よ
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
使
え
る
か
ら
こ
そ
、

よ
り
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
に
参
加
を

市
内
の
各
消
防
署
で
は
、
心

配
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
を
中
心
と
し
た
普
通
救
命
講

習
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
や
事
業
所
、

近
所
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
も
、

１０
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
相
談
に

応
じ
て
随
時
実
施
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

突
然
、
目
の
前
で
大
切
な
人
の
命
の
危
険
を

感
じ
た
ら
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
？

救
急
車
は
呼
び
ま
し
た
。
救
急
車
の
到
着
時

間
は
、全
国
平
均
で
も
７
・
７
分
か
か
り
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間

で
も
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
、
救
命
処
置
を
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

消
防
法
お
よ
び
東
大
阪
市
火

災
予
防
条
例
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
、
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
住
警
器
）
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
、
自
動
火
災
報

知
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部

屋
に
は
設
置
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
既
存
の
一
般
住
宅
は

来
年
５
月
３１
日
ま
で
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
設
置
が
必
要
な
の
？

住
宅
火
災
に
よ
り
、
毎
年
全

国
で
１
０
０
０
人
以
上
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く

な
っ
た
方
の
多
く
は
、「
逃
げ
遅

れ
」
が
原
因
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
住
警
器
の

設
置
に
よ
り
、
早
期
に
火
災
を

発
見
し「
無
事
に
避
難
で
き
た
」

「
初
期
消
火
に
成
功
し
た
」
と

い
っ
た
奏
功
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

で
は
住
警
器
の
普
及
率
が
９０
％

を
超
え
、
火
災
に
よ
る
被
害
者

が
半
減
し
た
と
い
う
結
果
も
出

て
い
ま
す
。

住
警
器
に
は
、
現
在
、
煙
式

と
熱
式
の
２
種
類
の
感
知
器
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市

で
は
、
煙
式
の
感
知
器
の
設
置

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
通
常

火
災
が
起
こ
る
場
合
、
ま
ず
煙

が
出
て
か
ら
炎
が
出
る
の
で
、

よ
り
早
く
火
災
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
一
般
的
に
も
煙
式

は
感
知
の
精
度
が
高
い
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

設
置
す
る
場
所
は
？

設
置
が
必
要
と
な
る
お
も
な

場
所
は
、
寝
室
（
就
寝
に
使
わ

れ
る
な
ら
子
ど
も
部
屋
な
ど
も

含
む
）
を
は
じ
め
、
寝
室
が
あ

る
階
の
階
段
の
上
端
な
ど
で
す
。

高
温
の
煙
は
、
階
段
な
ど
を

伝
い
上
階
ま
で
広
が
る
た
め
、

下
階
で
発
生
し
た
煙
も
感
知
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
、
早
め
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇内容（講習時間３時間）
�応急手当の必要性 �人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法）
�大けがのとき、命にかかわる大出血のときに大切な「止血法」
�AED（自動体外式除細動器）の使用方法
◇申込方法
各月の担当消防署で受付。受付期間は講習会の１か月前から１週
間前まで

表の日程以外でも、１０人以上集まれば、相談に応じ随時、講習会
を開催します。
また、消防署から職員が出向いて開催することもできます。

（講習日第１日目） 午前１０時～午後４時５０分
（講習日第２日目） 午前１０時１０分～午後４時５０分
◇と こ ろ 消防局４階防災学習センター
◇内 容 消防法第８条に定める甲種防火管理者の資格を取得す

るための講習会
◇申込方法 各消防署の予防担当で受付

防災学習センターは、阪神・淡路大震災をはじめとした過去の災

害を教訓に、また、近い将来発生すると予想される東南海地震・南海

地震に備えて、防災の必要性・重要性を学び、体験できる施設です。

ぜひ、さまざまな防災の知識を学習していただき、災害に対する日

ごろの準備と心構えを身につけましょう。

利用は無料です。多数の来館をお待ちしています。

◇と き 午前９時３０分～午後５時（受付は

午後４時まで）

※毎週月曜日は休館（月曜日が休

日の場合は翌日が休館日）。

※車での来場はご遠慮ください。

◇申込方法 １０人以上の団体でご利用の場合は

事前予約を電話で

※個人の予約受付はしていません

が、事前に混雑状況を電話で確認

してください。

◇ところ・申込み・問合せ先

防災学習センター（稲葉１―１―９）０７２（９６６）９９９８、

�０７２（９６６）９９９０

◇申込み・問合せ先

受付時間は土・日曜日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分

東消防署 東大阪市鳥居町３―３ ０７２（９８３）０１１９

中消防署 東大阪市稲葉１―１―９ ０７２（９６６）０１１９

西消防署 東大阪市御厨栄町３―１―４１ ０６（６７８８）０１１９

心臓突然死の多くは、心室細動と呼ばれる不整

脈によって引き起こされるといわれています。

心室細動からの救命率は、ＡＥＤによる除細動

が１分遅れるごとに１０％程度低下。現場に居合わ

せたあなたの手で除細動と心肺蘇生をいかに早く

実施するかで、救命率が大きく変わるのです。

昨年、消火器の破裂事故が全国で

数件発生しました。老朽して腐食し

た消火器に触ったことが原因でした。

消火器は、初期消火に非常に有効

なものですが、取扱いを誤ると思わ

ぬ事故が発生します。

事故を起こさないためにも、消火

器の適正な保管と日常的な点検を行

い、いざというとき使用できるよう

にしておきましょう。

その消火器は大丈夫？

一般家庭における消火器の設置や

点検の義務はありません。しかし、

消火器の一般的な耐用年数は５年か

ら８年までとなっています。

古くなった消火器は使用せず、取

扱事業者に点検や廃棄処分を依頼し

ましょう。さらに、腐食やキズなど

異常が発見された場合は、８年以内

であっても使用を避けてください。

定期的に点検を

容器内の消火粉末は、湿気の多い

場所での設置や長期間放置すると、

固まる可能性があります。いざ使用

するときに消火粉末が出てこない恐

れがありますので、定期的に点検し

ましょう。

消火器を傾けて耳を近づけ、容器

内の粉末がサラサラ動いているかを

聞くだけで、予防につながります。

ただし、誤って安全ピンを抜かない

ように、注意して行ってください。

�取扱いの注意点�
消火器の設置場所および点検は、

次のことに注意してください。

�直接地面に設置しない �水が
かかる場所、湿気のある場所に設置

しない �ときどき点検し、腐食や
キズがないか確認する

◇ ◇

消火器の点検や廃棄処分について

など、くわしくはお問合せください。

なお、消防局では、消火器の引取り

はしていません。

◇問合せ先 ��日本消火器工業
会 ０６（６９４１）２０３３ �消防局予防広
報課 ０７２（９６６）９６６３、�０７２（９６６）
９６６９

底
に
腐
食
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
消
火
器
は
要
注

意
で
す

�人工呼吸を２回行う。胸の動きを
見ながら１秒間吹き込む。うまく胸
が上がらなくても２回までとする。

�ＡＥＤの音声メッセージに従って
心肺蘇生を再開する。

�あごを上げ気道を確保しながら、
呼吸を確認する。胸の動きを目で見
て、息の音を耳で聞き、吐息を頬で
感じる。正常な呼吸がなければ、直
ちに心肺蘇生を開始する。

�パッドを装着すると、電気ショッ
クが必要か心電図の解析が始まる。
電気ショックを与えるときは、体に
触れないよう操作する人は注意を促
す。

�大きな声で助けを求める。可能な
らばＡＥＤの搬送を依頼する。

�ＡＥＤが到着すれば、電源を入れ
胸骨圧迫を中断せずパッドを装着す
る。

�肩を叩きながら大きな声で呼びか
ける。

�直ちに胸骨圧迫を行う。両乳頭を
結ぶ線の中央（胸の中央）を圧迫す
る。胸骨圧迫３０回と人工呼吸２回を
繰り返す。圧迫は１分間に１００回のペ
ース。

◇とき・ところ（予告なく変更する場合があります）

講習場所
３階講堂

２階研修室

５階会議室

３階講堂

防災学習センター

２階研修室

３階講堂

３階講堂

５階会議室

２階研修室

２階研修室

５階会議室

３階講堂

担当
西消防署

東消防署

中消防署

西消防署

中消防署

東消防署

西消防署

西消防署

中消防署

東消防署

東消防署

中消防署

西消防署

講習日時
２１日�午後１時～４時
１２日�午後６時～９時
８日�午後１時～４時
２０日�午後１時～４時
１２日�午後６時～９時
１４日�午後１時～４時
１９日�午後１時～４時
１１日�午後６時～９時
１３日�午後１時～４時
１９日�午後１時～４時
１７日�午後１時～４時
１２日�午後１時～４時
２０日�午後１時～４時

月
３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

平
成
２２
年

平
成
２３
年

◇とき

申込受付
４月１２日�から
７月５日�から
１０月１２日�から
来年１月１１日�から

講習日
５月１７日�・１８日�
８月９日�・１０日�
１１月１５日�・１６日�
来年２月１４日�・１５日�

第１回

第２回

第３回

第４回

平
成
２２
年
度

防災学習センター

体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用用用用用用火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災警警警警警警警警警警警警警警警警警警報報報報報報報報報報報報報報報報報報器器器器器器器器器器器器器器器器器器のののののののののののののののののの設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置をををををををををををををををををを

壁用天井用

既既
存存
住住
宅宅
はは
来来
年年
５５
月月
まま
でで
にに

消火器の破裂事故

ご 注 意 を

あ
ご
を
上
げ
気
道
を
確
保

学 び ま せ ん か

防火管理者講習会

普通救命講習会

救命処置の手順

垂
直
に
圧
迫
す
る

（２）平成２２年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２２年２月１５日（３）
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東大阪市消防局連絡先一覧

消防局 稲葉１―１―９

総務部総務課…………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課……０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課

…………………０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課…………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室……０７２（９６６）９６６５

防災学習センター……０７２（９６６）９９９８

東消防署…………………０７２（９８３）０１１９

中消防署…………………０７２（９６６）０１１９

西消防署…………………０６（６７８８）０１１９

もしものときの問合せ先

●どこの病院で診てもらえるか教えて
ほしい。

�東大阪市消防局通信指令室（東大

阪市内の病院を紹介）

０７２（９６６）９６６５�２４時間対応�

�大阪府救急医療情報センター（大

阪府下の病院を紹介）

０６（６７６１）１１９９�２４時間対応�

●夜間の子どもの急病時、病院に行っ
たほうがいいのか迷ってしまう。相
談したい。

大阪府健康福祉部保健医療室医療対

策課（午後８時～翌午前８時）

プッシュ回線／携帯 ＃８０００

ダイヤル回線 ０６（６７６５）３６５０

●休日や夜間に歯が痛み出した。

�大阪府歯科医師会館 休日・夜間

緊急歯科診療所

大阪市天王寺区堂ケ芝町１―３―２７

○休日（日曜日、祝日、年末年始

の午前９時３０分～午後４時）�

０６（６７７２）８８８６

○夜間（毎日午後９時～翌午前３

時）�０６（６７７４）２６００�夜間専用�

●化学物質、医薬品、動植物の毒など
による急性中毒事故が起きた。

中毒１１０番

�日本中毒情報センター

０７２（７２７）２４９９�３６５日２４時間対応�

●たばこを誤って飲んでしまった。

次のときはすぐに病院で診療を受

けてください。�たばこが浸かって

いた水を飲んだ�２�以上たばこを

食べた�何らかの症状が出ている

たばこ専用電話

�日本中毒情報センター

０７２（７２６）９９２２�３６５日２４時間対応�

※緊急性があると思ったら迷わず

１１９番通報で救急車を呼んでくだ

さい。

女
性
の
社
会
進
出
の
広
が
り
な
ど
を
背
景
と
し
た
平
成

６
年
の
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
女
性
の
深
夜

業
務
へ
の
従
事
制
限
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
住
民
の

期
待
や
要
望
が
強
か
っ
た
救
急
業
務
だ
け
で
な
く
、
警
防

業
務
や
通
信
指
令
業
務
な
ど
の
交
代
制
勤
務
へ
配
置
さ
れ

る
女
性
消
防
吏
員
が
全
国
的
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

本
市
消
防
局
に
お
い
て
も
、
昨
年
４
月
か
ら
、
６
人
の

女
性
消
防
吏
員
が
交
代
制
勤
務
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
型
救
助
工
作
車

〜
西
消
防
署

西
消
防
署
に
新
型
救
助
工
作

車
を
配
備
し
ま
し
た
。

旧
型
と
の
違
い
は
、
資
器
材

積
載
量
を
そ
の
ま
ま
に
車
体
全

長
を
削
減
。
構
造
な
ど
が
改
良

さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
進
入

で
き
な
か
っ
た
道
路
の
狭
い
地

域
へ
の
進
入
が
可
能
と
な
り
、

狭
い
場
所
で
も
資
器
材
の
出
し

入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
夜
間
の
救
助
活
動

な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
メ
イ
ン
照
明
に
４

０
０
Ｗ
×
４
灯
の
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
（
高
輝
度
、

省
電
力
、長
寿
命
の
ラ
ン
プ
）

を
、
補
助
照
明
と
し
て
左
右

２
か
所
に
１
５
０
Ｗ
メ
タ
ル
ハ

ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
、
後
部
に
３５
Ｗ

ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
（
通
常
の
白

熱
電
球
よ
り
も
明
る
い
ラ
ン
プ
）

を
設
け
ま
し
た
。

災
害
対
応
特
殊
は
し
ご
車

〜
中
消
防
署

中
消
防
署
に
災
害
対
応
特
殊

は
し
ご
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

て
い
た
い

梯
体
に
伸
縮
式
水
路
管
を
搭

載
し
、
短
時
間
で
４０
ｍ
の
は
し

ご
の
先
端
か
ら
放
水
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
先
端
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
基
部

操
作
部
の
両
方
で
操
作
可
能
な

電
動
ノ
ズ
ル
が
搭
載
さ
れ
、
隊

員
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
搭
乗
し
な

く
て
も
放
水
操
作
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

は
し
ご
の
起
伏
お
よ
び
操
作

時
に
発
生
す
る
振
動
を
抑
え
る

制
振
制
御
装
置
も
内
蔵
し
た
最

新
鋭
の
は
し
ご
車
で
す
。

災害案内など

◇東大阪市消防局公式ホームページ

東大阪市消防局の最新情報を随時

掲載しています。

http���www.h�119.jp�

◇東大阪市消防局災害案内

市内で発生している火災の情報を

音声にて案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報

市内で発生している火災、前日ま

での火災・救急件数を公開していま

す。

http���www.h�119.

jp�mobile�mobiletop.

html

近年、消火器や住宅用火災警報器の

悪質な訪問販売が、市内でも多く発生

しています。

「消防署のほうから来ました」「消防

署に頼まれて訪問しています」「点検を

安くします」「今すぐ取り付け（取り替

え）ないとだめですよ」などと訪問業

者が言ってきたら、要注意です。

消防署などの公共機関では、直接販

売はもちろん、業者に販売を依頼する

ことは絶対にありません。また、一般

住宅に消火器の設置義務はありません。

設置が義務付けられている住宅用火

災警報器は、電器店やホームセンター

などで購入でき

ますが、「ＮＳマ

ーク」が表示さ

れたものを選び

ましょう。

ＮＳマーク

は、国の規格に適合していることを示

すマークです。

�注意点�
�契約書をよく読み、不用意にサイ
ンをしない �あやしいと思ったら勇
気を持って、きっぱりと断る �相手
が脅迫行動に出た場合は、すぐに警察

へ通報する

女性消防吏員

新
型
消
防
車
両

現場で活躍する

救
助
工
作
車

特
殊
は
し
ご
車
を
導
入

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

消消防防ののううごごきき

悪質な訪問販売

ご 注 意 を

（４）平成２２年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報
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